
緊急シンポジウム: ChatGPT の衝撃 

人間は知的創作活動を続けることができるか 
―生成 AI をめぐる法と政策― 
 

2023 年 6 月 23 日 1:00-3:30 立教大学（池袋キャンパス）＆オンライン 

報告 

「ジャーナリズムは持続できるか」 

  川上修（読売新聞グループ本社社⾧室幹事） 

「ＡＩによる模倣被害：クリエイターからの報告」 

  森崎めぐみ（一般社団法人日本芸能従事者協会代表理事） 

「生成 AI と欧州の政策動向」 

  角田龍哉（弁護士・西村あさひ法律事務所） 

「知的財産法・著作権法と生成 AI」 

  前田健（神戸大学大学院法学研究科教授） 

コメント（五十音順） 

・佐藤大和（弁護士・レイ法律事務所、 

       日本エンターテイナーライツ協会共同代表理事） 

・菅俊治（弁護士・東京法律事務所、 

      日本労働弁護団常任幹事・日弁連労働法制委員会事務局⾧） 

・古川直裕（弁護士、株式会社 ABEJA、AI 法研究会代表） 

・山本龍彦（慶應義塾大学大学院法務研究科教授、憲法） 

・和久井理子（京都大学大学院法学研究科教授、経済法／司会） 

質疑等 ◎主として対面会場からのご発言をお受けします。 
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1:00 ―
3:30 PM 
（開場 12:30） 
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